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第第
１１
５５
１１
回回
建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

佐
藤
潤
・
室
蘭
市
議
会
議
長
）
は

１１
月
２５
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
、
正
副
委
員
長
会
議
の
後
、

第
１
５
１
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
佐
藤
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
国
土
交
通
省
か
ら
講
演

が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
事
務
報
告

を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
�
自
然
災
害
対
策

の
推
進
�
各
種
交
通
基
盤
整
備
の

推
進
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�

観
光
立
国
の
推
進
―
の
４
項
目
を

大
き
な
柱
と
す
る「
要
望
書
」
及
び

「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望

書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
佐
藤
委
員
長
、

須
�
八
朗
・
副
委
員
長
（
立
川
市

議
会
議
長
）
、
三
島
良
信
・
副
委

員
長
（
松
江
市
議
会
議
長
）
は
、

国
土
交
通
省
に
赴
き
、
青
木
一
彦

・
大
臣
政
務
官
、
西
脇
隆
俊
・
大

臣
官
房
長
、
深
澤
淳
志
・
道
路
局

長
、
黒
田
憲
司
・
同
局
次
長
、
加

藤
久
喜
・
水
管
理
・
国
土
保
全
局

次
長
、
佐
南
谷
英
龍
・
大
臣
官
房

審
議
官
（
道
路
）
に
面
談
し
、
要

望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
他
の

委
員
も
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員

ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
講
演
で
は
、
石
田
優
・

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
会
計
課
長

か
ら
「
平
成
２７
年
度
国
土
交
通
省

予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い

て
」
、
西
山
幸
治
・
同
省
水
管
理

・
国
土
保
全
局
砂
防
部
砂
防
計
画

課
長
か
ら
「
今
後
の
土
砂
災
害
防

止
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
説

明
を
聴
取
し
た
。

第第
９９
回回
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等
特特
別別
委委
員員
会会

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�
大

見
芳
・
浜
松
市
議
会
議
長
）
は
１１

月
２６
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
第
９
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
大
見
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
総
務
省
か
ら
講
演
が
あ

っ
た
。
続
い
て
、
事
務
報
告
を
了

承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
ま
ず
、
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
の
動
向
に
つ
い

て
」
を
議
題
と
し
、
佐
藤
祐
文
・

本
会
会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）

か
ら
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
動

向
に
つ
い
て
、
大
見
委
員
長
か
ら

地
方
創
生
担
当
大
臣
と
地
方
六
団

体
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
了
承
し

た
。
続
い
て
、
「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
（
平
成
２７
年
度
政
府
予
算

編
成
）
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
、
国
と
地
方
の
協
議

の
場
へ
の
対
応
、
第
３１
地
方
制
度

調
査
会
第
２
回
総
会
へ
の
対
応
を

決
定
し
た
ほ
か
、
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
了
承
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
橋
本
嘉
一
・

総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
財
政

制
度
・
財
務
担
当
）
か
ら
「
平
成

２７
年
度
政
府
予
算
編
成
と
地
方
財

政
対
策
」
と
題
す
る
説
明
を
聴
取

し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1925号１２月１５日平成26年
（2014年）

青木大臣政務官に要望

深澤道路局長に要望

加藤水管理・国土保全局次長に要望

西脇大臣官房長に要望

黒田道路局次長に要望

佐南谷審議官に要望

挨拶する佐藤委員長

挨拶する大見委員長

報告する佐藤会長

（１） 平成２６年１２月１５日 第１９２５号



第第
１１
５５
１１
回回
産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

荒
谷
み
ど
り
・
阿
南
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２７
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
、
正
副
委
員
長
会
議

の
後
、
第
１
５
１
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

会
議
で
は
、
荒
谷
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産

業
省
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。
続
い

て
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
�
農
業
振
興
対
策

�
林
業
振
興
対
策
�
水
産
業
振
興

対
策
�
農
林
水
産
業
共
通
対
策
�

食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確

保
対
策
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
貿
易
交
渉
に

つ
い
て
�
中
小
企
業
振
興
対
策
等

	
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
―
の

８
項
目
を
大
き
な
柱
と
す
る
「
要

望
書
」
及
び
「
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
要
望
書
」
を
原
案
の
通
り

決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
荒
谷
委
員
長
、

小
林
治
男
・
副
委
員
長
（
大
町
市

議
会
議
長
）
は
、
皆
川
芳
嗣
・
農

林
水
産
事
務
次
官
、
今
井
敏
・
林

野
庁
長
官
、
沖
修
司
・
同
庁
次

長
、
本
川
一
善
・
水
産
庁
長
官
に

面
談
し
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
他
の
委
員
も
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

な
お
、
講
演
で
は
、
山
口
英
彰

・
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
予
算
課

長
か
ら
「
平
成
２７
年
度
農
林
水
産

省

予

算

の

概

算

要

求

に

つ

い

て
」
、
�
科
淳
・
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
政
策
課
長
か

ら
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題
」
と

題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

本
会
の
議
会
の
あ
り
方

研
究
会
（
座
長
�
中
邨
章

・
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

は
１２
月
４
日
、
東
京
・
全

国
都
市
会
館
で
第
１０
回
研

究
会
を
開
催
し
た
。

研

究

会

で

は
、
ま

ず

「
調
査
結
果
の
取
組
み
に

関
す
る
意
見
交
換
」
を
議

題
と
し
、
１１
月
に
実
施
し

た
大
分
市
議
会
（
１２
日
）
、

諫
早
市
議
会
（
１３
日
）
に
お
け
る

現
地
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
（
本
紙
１
９
２
３

号
に
現
地
調
査
の
模
様
を
掲
載
）
。

続
い
て
、
「
報
告
書
提
言
に
関
す

る
課
題
（
意
見
）
等
に
関
す
る
意

見
交
換
」
を
議
題
と
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

な
お
、
当
日
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
佐
藤
祐
文
・
本
会
会
長

（
横
浜
市
議
会
議
長
）
が
出
席
し

た
。

第第
１１００
回回
議議
会会
のの
ああ
りり
方方
研研
究究
会会

本
会
は
「
第
６２
回
全
国
市
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
」
を
平
成
２７

年
１
月
２９
日
・
３０
日
の
２
日
間
、

東
京
・
砂
防
会
館
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

１
日
目
は
、
原
田
正
司
・
本
会

事
務
総
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の

後
、
宮
地
毅
・
総
務
省
自
治
行
政

局
行
政
課
長
、
長
野
基
・
首
都
大

学
准
教
授
が
講
演
し
ま
す
。

２
日
目
は
、
北
村
純
一
・
鳥
羽

市
議
会
議
事
係
長
、
本
橋
謙
治
・

本
会
調
査
広
報
部
副
部
長
、
大
屋

雄
裕
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

が
講
演
し
ま
す
。

開
催
案
内
は
１１
月
２８
日
付
け
で

全
市
へ
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
１
月
９
日
ま
で
に
出
欠
報
告

書
に
て
フ
ァ
ク
ス
で
ご
報
告
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

本
紙
１２
月
２５
日
付
け
１

９
２
６
号
と
１
月
５
日
付

け
１
９
２
７
号
は
、
１
９

２
８
号
と
併
せ
、
１
月
１５

日
付
け
１
９
２
６
・
７
・

８
号
と
し
て
発
行
し
ま

す
。

第６２回

事事
務務
局局
職職
員員

研研
修修
会会
開開
催催
本 会

皆
川
事
務
次
官
に
要
望

今
井
林
野
庁
長
官
に
要
望

沖
林
野
庁
次
長
に
要
望

本
川
水
産
庁
長
官
に
要
望

挨
拶
す
る
荒
谷
委
員
長

研
究
会
の
模
様

中
邨
座
長

第１９２５号 平成２６年１２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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10年未満
10,733人
（54.5％）

10年未満
10,733人
（54.5％）

10～20年未満
6,329人
（32.1％）

10～20年未満
6,329人
（32.1％）

30～40年未満
415人
（2.1％）

40～50年未満
98人（0.5％）

50年以上
1人（0.0％）

20～30年未満
2,133人

（10.8％）

20～30年未満
2,133人

（10.8％）

市市
議議
会会
議議
員員
のの
属属
性性
調調
査査
結結
果果

本
会
は
１１
月
、
「
市
議
会
議
員

の
属
性
に
関
す
る
調
べ
（
平
成
２６

年
８
月
１
日
現
在
）
」
を
公
表
し

た
。
調
査
は
、
全
国
８
１
３
市
区

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
行

い
、
回
収
率
は
１
０
０
％
。
調
査

項
目
は
�
議
員
の
年
齢
構
成
�
議

員
在
職
年
数
�
議
員
の
兼
業
の
状

況
�
議
員
の
所
属

党
派
�
市
議
会
事

務
局
職
員
数
―
の

５
項
目
。
な
お
、

調
査
時
の
議
員
数

は
１
万
９
７
０
９

人
。
調
査
結
果
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
。
本
紙
で
は
、
そ
の
調
査
結
果

の
一
部
に
つ
い
て
、
過
去
の
調
査

結
果
も
取
り
上
げ
な
が
ら
掲
載
す

る
。議

員
の
年
齢
構
成

議
員
の
年
齢
構
成
（
表
�
）
を

見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て
一
番
割

合
が
高
い
年
代
は
「
６０
〜
７０
歳
未

満
」
の
４３
・
８
％
。
次
い
で
「
５０

〜
６０
歳
未
満
」
の
２６
・
４
％
。

男
女
別
に
見
て
も
同
じ
順
で
あ

る
が
、
そ
の
割
合
は
異
な
り
、「
６０

〜
７０
歳
未
満
」
で
は
男
性
４４
・
５

％
に
対
し
、
女
性
３９
・
５
％
、「
５０

〜
６０
歳
未
満
」
で
は
男
性
２４
・
６

％
、
女
性
３７
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
ほ
か
に
「
７０
〜
８０
歳
未
満
」

で
男
性
１３
・
２
％
、
女
性
５
・
２

％
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
男
女
合
わ
せ
て
の
平
均

年
齢
は
５９
・
０
歳
。

議
員
在
職
年
数

議
員
の
在
職
年
数
（
グ
ラ
フ

�
）
を
見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て

割
合
が
高
い
順
に
「
１０
年
未
満
」

５４
・
５
％
、
「
１０
〜
２０
年
未
満
」

３２
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
専
業
の
状
況

議
員
専
業
の
状
況
（
表
�
）
を

見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て
の
議
員

専
業
割
合
は
３８
・
１
％
。
男
女
別

で
は
、
男
性
３４
・
３
％
、
女
性
６２

・
２
％
と
差
が
あ
る
。

近
５
年
の
議
員
専
業
割
合
の
推

移
（
グ
ラ
フ
�
）
を
見
る
と
、
毎

年
割
合
が
増
し
て
い
る
。

市
議
会
事
務
局
職
員
数

市
議
会
事
務
局
職
員
数
の
全
国

・
人
口
段
階
別
平
均
職
員
数
（
表

�
）
を
見
る
と
、
平
成
２６
年
の
全

国
の
平
均
職
員
数
は
８
・
１０
人
で
、

２２
年
の
８
・
２０
人
と
比
べ
て
減
っ

て
い
る
が
、
人
口
段
階
別
に
見
て

も
、
全
て
の
区
分
で
減
っ
て
い
る
。

人 口

指定都市

３５．３７人

３４．０５人

５０万人
以上

２９．１２人

２８．０３人

４０～５０万人
未満

１８．１８人

１８．００人

３０～４０万人
未満

１５．９７人

１５．８５人

２０～３０万人
未満

１３．３７人

１３．２０人

１０～２０万人
未満

８．８３人

８．６５人

５～１０万人
未満

６．０２人

５．９９人

５万人
未満

４．７１人

４．６０人

全国

８．２０人

８．１０人

年

２２年

２６年

議員専業

５，８２７人（３４．３％）

１，６８６人（６２．２％）

７，５１３人（３８．１％）

議員数

１６，９９８人

２，７１１人

１９，７０９人

性別

男性

女性

合計

平均
年齢

―

―

５９．０
歳

年 齢 構 成

８０歳
以上

６７人
（０．４％）

５人
（０．２％）

７２人
（０．４％）

７０～
８０歳未満

２，２３８人
（１３．２％）

１４０人
（５．２％）

２，３７８人
（１２．１％）

６０～
７０歳未満

７，５６８人
（４４．５％）

１，０７０人
（３９．５％）

８，６３８人
（４３．８％）

５０～
６０歳未満

４，１７８人
（２４．６％）

１，０２３人
（３７．７％）

５，２０１人
（２６．４％）

４０～
５０歳未満

２，０５１人
（１２．１％）

３２１人
（１１．８％）

２，３７２人
（１２．０％）

３０～
４０歳未満

８３５人
（４．９％）

１４５人
（５．３％）

９８０人
（５．０％）

３０歳
未満

６１人
（０．４％）

７人
（０．３％）

６８人
（０．３％）

議員数

１６，９９８人

２，７１１人

１９，７０９人

性別

男性

女性

合計

表� 議員専業の状況

※括弧内は各性別・合計の議員数に占める割合
※調査結果から抜粋し、本紙が作成

※括弧内は各性別・合計の議員数に占める割合
※割合（％）は、それぞれ小数点以下第２位を四捨五入で表記しているため合計数は１００％とならない
※調査結果を基に本紙が作成

表� 市議会事務局職員数（全国・人口段階別平均職員数）

【議員数：１９，７０９人】

※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

※括弧内は議員数に占める割合
※割合（％）は、それぞれ小数点以下第２位を四捨五入で表記して
いるため合計数は１００％とならない

※調査結果から抜粋し、本紙が作成

グラフ� 議員専業割合の推移（近５年）

※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

グラフ� 議員在職年数

表� 議員の年齢構成

（３） 平成２６年１２月１５日 第１９２５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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第第
１１１１
回回
専専
門門
小小
委委
がが
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
第
１１

回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�
長

谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

は
１２
月
２
日
、
東
京
・
中
央
合
同

庁
舎
４
号
館
で
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
事
務
局

か
ら
、
第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会

答
申
後
の
動
き
、
人
口
減
少
対
策

に
係
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
「
人
口

減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
三

大
都
市
圏
及
び
地
方
圏
の
地
方
行

政
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を

議
題
と
し
、
有
識
者
か
ら
意
見
を

聴
取
し
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）
第４０回『都市問題』公開講座

自治体議会は必要か？
２０１５年２月７日（土）１３：３０～１６：３０
日本プレスセンター １０階ホール

（〒１００‐００１１東京都千代田区内幸町２‐２‐１）

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所

（旧・財団法人東京市政調査会）の発行する月刊誌『都市問題』の特集な

どから時宜に適ったテーマを選び開催しています。

第４０回は次のような趣旨により、「自治体議会は必要か？」をテーマと

して開催いたします。多数の方々のご参加をお待ちしております。

【開催趣旨】

自治体の議会は二元的代表制の下で首長と並ぶ市民の代表機関である。

だが、行政に対するチェック機能が発揮されているのか、政策の発議を行

っているのか、など多くの疑問が投げかけられてきた。こうした中で、議

会内での不適切発言や政務活動（調査）費の流用疑惑が噴出し、市民の議

会をみる眼は一層厳しくなっている。自治体議会が市民の信頼を得て代表

機関としての役割を果たしていくためには、何が問われているのか。歩む

べき道筋を考える。

基調講演
金井 利之 氏（東京大学法学部・大学院法学政治学研究科教授）

パネルディスカッション（五十音順）
寺町 みどり 氏（「女性を議会に 無党派・市民派ネットワーク」事務局）

中本 美智子 氏（大阪府吹田市議会議員）

根本 良一 氏（福島県前矢祭町長）

東野 真和 氏（朝日新聞編集委員（前大槌駐在））

山口 二郎 氏（法政大学法学部教授）＜司会＞

参 加 費：無料

参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

（http : //www.timr.or.jp）からお申し込みください。

申込み期限：２０１５年２月５日（木）

※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお申し

込みください。

問 合 せ 先：後藤・安田記念東京都市研究所 研究室

TEL：０３‐３５９１‐１２６１ FAX：０３‐３５９１‐１２７９

▼
議
長

▽
黒
部

木
島
信
秋
（
１１
・
４
）

▽
甲
賀

的
場
計
利
（
１１
・
１１
）

▽
川
西

小
山
敏
明
（
１１
・
１１
）

▽
加
東

安
田

朗
（
１１
・
１１
）

▽
東
温

山
内
孝
二
（
１１
・
１１
）

▽
泉
南

木
下
豊
和
（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

升
田
勝
義
（
１１
・
１２
）

▽
岡
崎

蜂
須
賀
喜
久
好
（
１１
・
１３
）

▽
亀
山

前
田

稔
（
１１
・
１３
）

▽
薩
摩
川
内

上
野
一
誠
（
１１
・
１３
）

▽
匝
瑳

栗
田
剛
一
（
１１
・
１４
）

▽
海
老
名

藤
澤
菊
枝
（
１１
・
１４
）

▽
東
御

櫻
井
寿
彦
（
１１
・
１７
）

▽
笛
吹

大
久
保
俊
雄
（
１１
・
１８
）

▽
須
崎

竹
下
雅
典
（
１１
・
１９
）

▽
南
あ
わ
じ

廣
内
孝
次
（
１１
・
２０
）

▽
燕

中
島
清
一
（
１１
・
２１
）

▽
氷
見

嶋
田

茂
（
１１
・
２１
）

▽
中
津

古
江
信
一
（
１１
・
２５
）

▽
見
附

亀
田

満
（
１１
・
２６
）

▽
松
戸

大
井
知
敏
（
１１
・
２７
）

▽
竹
原

北
元

豊
（
１１
・
２７
）

▽
東
大
阪

大
野
一
博
（
１１
・
２８
）

▽
射
水

堀

義
治
（
１１
・
２８
）

▽
鉾
田

栗
田

洋
（
１１
・
２８
）

▽
い
な
べ

岡

英
昭
（
１１
・
２８
）

▽
安
芸
高
田

藤
井
昌
之
（
１１
・
２８
）

▼
副
議
長

▽
黒
部

辻

靖
雄
（
１１
・
４
）

▽
十
和
田

野
月
一
正
（
１１
・
７
）

▽
遠
野

安
部
重
幸
（
１１
・
１１
）

▽
甲
賀

加
藤
和
孝
（
１１
・
１１
）

▽
川
西

平
岡

譲
（
１１
・
１１
）

▽
加
東

小
紫
泰
良
（
１１
・
１１
）

▽
東
温

酒
井
克
雄
（
１１
・
１１
）

▽
泉
南

梶
本
茂
躾
（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

福
田
嗣
久
（
１１
・
１２
）

▽
岡
崎

田
口
正
夫
（
１１
・
１３
）

▽
亀
山

鈴
木
達
夫
（
１１
・
１３
）

▽
薩
摩
川
内

新
原
春
二
（
１１
・
１３
）

▽
匝
瑳

行
木
光
一
（
１１
・
１４
）

▽
海
老
名

森
下
賢
人
（
１１
・
１４
）

▽
東
御

清
水
新
一
（
１１
・
１７
）

▽
笛
吹

北
嶋
恒
男
（
１１
・
１８
）

▽
光

木
村
信
秀
（
１１
・
１８
）

▽
須
崎

�
橋
立
一
（
１１
・
１９
）

▽
南
あ
わ
じ

谷
口
博
文
（
１１
・
２０
）

▽
燕

丸
山
吉
朗
（
１１
・
２１
）

▽
氷
見

谷
口
貞
夫
（
１１
・
２１
）

▽
中
津

古
森
三
千
年
（
１１
・
２５
）

▽
見
附

関

三
郎
（
１１
・
２６
）

▽
松
戸

張
替
勝
雄
（
１１
・
２７
）

▽
竹
原

大
川
弘
雄
（
１１
・
２７
）

▽
東
大
阪

菱
田
英
継
（
１１
・
２８
）

▽
射
水

石
黒
善
隆
（
１１
・
２８
）

▽
い
な
べ

川
瀬
利
夫
（
１１
・
２８
）

▽
安
芸
高
田

青
原
敏
治
（
１１
・
２８
）

【２０１４年１２月号】
特集：地域の安全・安心の確保
巻頭言 宮田美恵子
・自治体は地域安全のために何
をすべきか 小宮信夫
・高齢者の孤独死対策を考える

濱田健士
・子どもを事故や犯罪から守る
まちづくり 山本俊哉

・高齢者の交通事故防止対策
岡田宗久

・地域安全マップのススメ
中尾清香

○現地報告 千葉県浦安市
◆連載◆
・時流観望／地方自治１２のポイ
ント／短期連載・議員と事務
局編

議議
会会
人人
事事

第１９２５号 平成２６年１２月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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